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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,86 45,78 -0,08 45,62 +0,16

USD / BRL Spot BRL 2,2620 2,2687 +0,0067 2,2211 +0,0476

USD / JPY Spot JPY 103,76 103,85 +0,09 101,40 +2,45

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 58.878 58.992 +114 57.634 +1.358

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 140,7 139,3 -1,4 140,3 -1,0

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,69 11,85 +0,16 11,63 +0,22

DI Future Oct15（金利先物） % 11,13 11,18 +0,05 10,89 +0,29

3 Months US Dollar Libor % 0,235 0,235 +0,000 0,233 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 288,3 289,1 +0,8 298,4 -9,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は上下動しながら結果的にレアル安となる展開でした。
朝方は社会党から正式に大統領候補の指名を受けたシルバ氏が中銀の独立性堅持を強調したことを好感
してレアル買い優勢となり２．２５台後半で取引されました。一時２．２５台前半へレアル高となりましたが、
７月の雇用者増加数が前月から半減したことや大口レアル売りの噂からレアルは引けにかけて売られ２．２６
台後半へレアル安となりました。その後はもみ合いとなり結局２．２６台後半で引けています。

シルバ氏は昨日のスピーチでカンポス氏の主な方針を引き継ぐと表明しています。財政に関しては信頼
できるプライマリー黒字を確保することでインフレ圧力を抑制し中銀による高金利維持の負担を和らげ、
インフレ目標に関しては中銀の信認を回復し長期のインフレ期待を抑制するため中銀に独立性を持たせ、
為替相場に関しては変動を許容することで貿易と内需のバランスを取ってグローバル経済の変化に対応し
統制価格を廃止して財政と国営企業の健全化を図るとしています。市場の予想通りオーソドックスな政策が
盛り込まれていますが、これらが自然に機能する効率的な経済構造を構築することが重要です。現政権が
行っている為替相場への介入を行わずに変動を許容することになれば、経済ファンダメンタルズをより反映
するボラティリティの高い相場となるでしょう。
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